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このたびは本製品をお買い上げいただき、まことにありがとうございます。

ご使用される前に必ず本書をよくお読みになり、正しくご使用ください。

お読みになったあとはいつでも見られるところに大切に保管してください。
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この「安全上のご注意」をよくお読みのうえ、正しく取り付けをおこない、安全に正しくお使いください。
ここに示した注意事項は、製品を安全に取り付け、正しくお使いいただき、あなたや他の人々への危害や損害を未然に防止する
ためのものです。また注意事項は、危害や損害の大きさと切迫の程度を明示するために、誤った取り扱いをすると生じることが
想定される内容を「警告」「注意」の 2つに区別しています。
いずれも安全に関する重要な内容ですので、必ず守ってください。

記号は行為を禁止する内容を告げるものです。図の中や近傍に具体的な禁止内容
（左図の場合は分解禁止）が描かれています。

●記号は行為を強制したり指示する内容を告げるものです。図の中に具体的な指示
内容（左図の場合は電源プラグをコンセントから抜いてください）が描かれています。

お読みになったあとは、お使いになる方がいつでも見られるところに必ず保管してください。

絵表示の例

：人が死亡または重傷を負う可能性が想定される内容。

：人が傷害を負う可能性および物的損害 *の発生が想定される内容。

　*物的損害とは、家屋・家財および家畜・ペットにかかわる拡大損害を示します。

換気をする

使用禁止

●	調理機器にガス燃焼器具を使用する場合は、必ず換気をすること
	 本製品は屋外との換気をおこないません	
調理機器にガス燃焼器具を使用する場合は、換気扇を回すか窓を開けるなどして、
必ず換気をおこなってください	
換気が不十分な場合、一酸化炭素中毒により最悪の場合には死亡事故に至るおそれ
があります

●	七輪や囲炉裏など、炭火での使用はしないこと
	 一酸化炭素中毒により最悪の場合には死亡事故に至るおそれがあります

警 告

警 告
注 意

安全上のご注意
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警 告

取付禁止

●	 傾斜した天井や壁面には取り付けないこと
	 本製品は天井面取付専用です
	 指定場所以外に取り付けると、火災や落下による
けがのおそれがあります

使用禁止

●	 調理器具の高さは 15cm 以下の物を使用する
こと	
また、調理器具ロの最大カロリー数は 4.7kW 
（4,000kcal）以下の物を使用すること

	 火災や製品の破損につながります

取付注意

●	 重量に耐えうる場所に確実に
取り付けること

	 取り付けに不備があると、落下に
よりけがをするおそれがあります

	 取り付け部の強度がわかならい場
合は、取り付け前に必ず工務店に
ご相談ください

●	 本体にぶらさがったり故意にゆらさないこと
	 破損、故障の原因になります
	 落下や転倒してけがのおそれがあります

禁 止

禁 止

●	 ガス漏れのときは、電源を入 /切しないこと
	 爆発・引火のおそれがあります

取付注意

●	 配線工事は電気設備技術基準や内線規程に
従って法的有資格者が工事をおこなうこと

	 誤った配線工事は感電や火災のおそれがあります

●	 お手入れの際は、分電盤
のブレーカーを切ること

	 感電やけがをするおそれが
ありますブレーカーを

切る
分電盤

使用禁止

●	 天ぷら等調理油の過熱により火災のおそれの
ある調理はしないこと

	 火災や製品破損によるけがの原因になります

●	 リモコンや電気部品（モーター・基板等）は、
水・洗剤等の液体につけたりかけたりしない
こと

	 ショート・感電のおそれがあります水かけ禁止

●	 調理機器の使用中には絶対にお手入れは
しないこと

禁 止

被覆禁止

●	 製品を布や紙、アルミ箔等で覆って使用
しないこと

	 火災、やけど、破損の原因になります

●	 浴室など湿気の多い場所や常時高温となる
場所（35℃以上）には取り付けないこと

	 火災・感電の原因になります
取付禁止

使用禁止

●	 交流 100V 以外では使用
しないこと

	 火災・感電の原因になります

●	 修理技術者以外の人は、絶対に分解したり修
理・改造をしないこと

	 発火・感電したり、異常動作してけがをするおそれ
があります分解・修理・

改造禁止

ブレーカーを
切る

●	 取り付けの際は必ず
分電盤のブレーカー
を切ること

	 感電やけがをするおそ
れがあります

分電盤

禁 止

●	 本体の上に物を置かな
いこと

	 落下によりけがをしたり、
火災や故障の原因になり
ます
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注 意
●	 お手入れの際などに、吹出し口から中に
物を入れたり、水や洗剤をかけないこと

	 故障の原因になります
水かけ禁止

取付注意

●	 お手入れの際にはずしたフィ
ルターや部品の取り付けは確
実におこなうこと

	 落下によりけがをするおそれがあ
ります

注　意

●	 シェード内部のお手入れをする際は本体や
LED光源が十分冷めてからおこなうこと

	 やけどをするおそれがあります

禁 止

●	 室内くんじょうタイプ（発煙型）の殺虫剤を
使用する際は運転をしないこと

	 本体内部に薬剤成分が蓄積し、その後運転をした
ときに薬剤成分が放出され、健康を害する原因に
なります	
殺虫剤の使用後は、十分換気をしてから運転して
ください

落下注意

●	 お手入れの際は部品を落とさないように両手
でしっかりと支えること

	 落下するとけがをしたり、部品のキズ・変形の原因
になります

使用禁止

●	 調光器と組み合わせて使用しない
	 調光機能付き壁スイッチなどの調光器と組み合わせ
て使用しないでください

	 火災や故障の原因になります

落下注意

●	 フィルターを本体から取りは
ずさずに、図のような状態で
お手入れをしないこと

	 落下するとけがをしたり、部品
のキズ・変形の原因になります

●	 本体に異常な音や振動が発生した場合、
使用しないこと

	 本体・部品の落下によりけがをするおそれが
あります使用禁止

接触禁止

●	 調理中は、フィルターや
周辺の部品に手を触れな
いこと

	 フィルターや部品が落下し
て、やけどやけがをするお
それがあります

使用禁止

●	 コードハンガーのような
取付位置を調整する器具
を使用しない

●	 調理中、油に火がつい
たときは、運転を止め
ること

	 運転をしていると、火の
勢いがより強くなり火災
の原因になります

運転停止

●	 運転中は指や物を絶対に
入れないこと

	 けがをするおそれがあります
接触禁止

必ず守る

●	 必ず全てのフィルターを取り付けた状態で
使用すること

	 火災や故障の原因になります

取付注意

●	 本製品の下端とテーブルとの
距離は 115cm以上とること

	 樹脂が変色、変形したり、火災の
原因になります

接触禁止

●	 点灯中はシェード、照明カ
バーおよびその周辺には、
手を触れないこと

	 高温になるため、やけどをする
おそれがあります

回転禁止

●	 本体を回さないこと
	 配線やワイヤーが製品にから
まり製品の故障につながるお
それがあります

必ず守る

●	 製品取付後はワイヤー長さの調整をしない
	 落下や転倒により、けがをするおそれがあります

●	 指定以外の電池を使用しないこと
	 破裂したり、発熱してけがややけどをするおそれ
があります

禁 止

正しく入れる

●	 電池の＋／－を表示どおり正しく入れること
	 破裂したり、発熱してけがややけどをするおそれ
があります

■ リモコンについて

手袋をする

●	 取り付けの際は、必ず厚手の
手袋をすること

	 けがをするおそれがあります
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使用上のお知らせ
●	 照明の点灯中や消灯直後、プラスチックの伸縮によるきしみ音が発生することがあります。

LED 光源について

●	 LED 光源には個体差があるため、同一品番でも商品ごとに発光色、明るさが異なる場合があります。
●	 LED 光源は、お客様自身でのお取替えはできません。
●	 LED 光源を直視しないでください。目の痛みの原因になります。
●	 非常に短時間の停電が発生した場合、照明の点灯状態が変わる場合があります。

●	 本製品の下で調理機器を使用
するときは、必ず製品を運転
してください

	 運転しないと本体内の温度が上が
り、製品の損傷や高熱による故障
の原因になります

●	 フィルターは定期的に交換してください
	 本製品内部には、脱臭フィルター・脱煙フィルター・脱油フィルター

の 3種類のフィルターが搭載されています
	 長期間交換しないで使用しつづけると、煙や油・においが除去でき

ずに、室内に放出されてしまいます

	 交換の目安：
脱臭フィルター	…	１年
脱煙フィルター	…	１年
脱油フィルター	…	油汚れや油のにおいにお気づきの際に
	 	 	 その都度交換してください。

（交換用フィルターのご案内については 20 ページをご覧ください。）

●	 フィルターを幼児の手の届くところに置かないでください
	 誤ってフィルターを口に入れたり、飲み込んだりした場合は、
	 すぐに医師の診断を受けてください

●	 フィルターは本製品以外には使用しないでください
●	 調理機器の空焚きは絶対にしない
でください

	 本製品の損傷や高熱による故障の原因
になります

●	 部屋の扉や窓からの風が強い場合には、横風等の影響で煙
の捕集性能が悪くなる場合があります

	 本製品近辺の扉や窓からの横風等の影響がないようにしてください

●	 エアコンの風が直接
あたらないようにし
てください

	 風を受けると、吸い込
みが悪くなります

●	 汚れてきたらその都度お手入れをしてく
ださい

	 特に下端部は油汚れがつきやすいので、滴下
する前にふき取ってご使用ください

●	 リモコンを落としたり、踏まないでください
	 故障の原因になります

●	 本製品は煙を取り除きますが、多量の煙や料理がこげた際
に発生する煙などは除去できない場合があります
	 一時的に室内へ煙が充満しますので、窓を開けるなど、換気をお
こなってください

●	 市販のフィルターに交換したり、
重ねて使用しないでください

	 吸い込みが悪くなり、異音・振動が発
生する場合があります

	 性能を維持するため、専用のフィル
ターを使用してください

●	 調理機器は本製品の真下で使用してください
	 吸い込みが悪くなります

●	 室内全体の換気は別途おこなってください
	 本製品は調理機器が燃焼時に発生する有害物質を除去することはで

きません
	 建築基準法に従った換気設備が別途必要となります

●	 本製品の照明を点灯しているとき、近くでテレビやラジ
オを使用されますと、雑音が入る場合があります

	 その際はテレビやラジオを遠ざけるか、またはテレビやラジオ
の向きを変えてください

使用上のお願い
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■	本 体

■	付属品

リモコン
（ボタン電池付【お試し用】）

〔1個〕

プレフィルター
〔1枚〕

脱油フィルター
〔5枚〕

脱煙・脱臭フィルター
〔各 1枚〕

各部のなまえ

止めねじ
〔２本〕

※	配線器具にハンガーがある
場合の取り付けに使用

取付ねじ
〔2本〕

※	配線器具にハンガーがない
場合の取り付けに使用
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■	リモコン
クーキレイの操作はすべて付属のリモコンでおこないます。

リモコンにはあらかじめ電池が入っています。
ご使用の前に絶縁シートを引き抜いてください。

■ リモコンの準備

電池交換のしかた
１）	 リモコン底部の電池ホルダーを引き出します。

ホルダーの切れ込みにツメを入れ、ホルダー全体
を手前にスライドさせます。

使用電池 CR-2025
２）	 付属品のボタン電池を、＋／－を間違えない

ように電池ホルダーに入れます。

３）	 電池ホルダーをリモコンにしっかりと戻します。

注 意

正しく入れる

●	 指定以外の電池を使用しないこと
	 破裂したり、発熱してけがややけどを
するおそれがあります

禁 止

●	 電池の＋／－を表示どおり正しく
入れること

	 破裂したり、発熱してけがややけどを
するおそれがあります

リモコン CR-3
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■ 取り付け可能な配線器具の確認

・	 以下の配線器具には取り付けないでください。
火災、感電、落下の原因になります。

	 また、配線器具の交換・取り付けは必ず電気
設備技術基準に従って法的有資格者に工事を
依頼してください。	
有資格者以外の電気工事は禁止されています。

取り付け前の準備

次のような場所には取り付けできません。

■ 壁スイッチの確認
●	 壁スイッチは専用のものを設置してください。（交流・単相 100V）
●	 調光機能付きのスイッチは使用できません。一般の入／切スイッチを
ご使用ください。

●	 配線材・壁スイッチは付属していません。別途お求めください。
●	 リモコンの紛失、電池切れ時に壁スイッチで照明の入／切ができます。
ただし壁スイッチでは、ファンの運転や、照明の調光はできません。

使用禁止

●	 調光器と組み合わせて使用しない
	 調光機能付き壁スイッチなどの調光器
と組み合わせて使用しないでください

	 火災や故障の原因になります

注 意

▍付属品の確認
梱包箱から本体、付属品を取り出し、6ページの付属品一覧により不足がないか確認してください。

	 お願い	
・	 取付作業の際はキズ・破損のないように十分注意してください。
・	 床で作業する場合、本体および床にキズをつけないため、必ず保護シート等を敷いた上で作業をおこなってください。

取付注意

●	 重量に耐えうる場所に確実に取り付けること
	 取り付けに不備があると、落下によりけがをする
おそれがあります

	 取り付け部の強度がわかならい場合は、取り付け
前に必ず工務店にご相談ください

警 告 注 意

ブレーカーを
切る

●	 取り付けの際は必ず分電盤の	
ブレーカーを切ること

	 感電やけがをするおそれがあります
分電盤

手袋をする

●	 取り付けの際は、必ず
厚手の手袋をすること

	 けがをするおそれがあり
ます

●	 傾斜した天井
●	 補強のない天井

●	 壁面
●	 不安定な場所

●	 火災警報器から
1.5m以内
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▍製品の準備

２）	 取付ベースを固定しているローレットねじ 2本を
はずれない程度にゆるめ、取付金具を時計回りに回
してだるま穴から取付ベースを取り出します。

３）	 取付金具のローレットねじ 2本に「原寸大ゲージ」
をあてがい、下図に示す部分の間隔が 2cmになる
よう調整してください。

１）	 ローゼットカバーを固定しているローレットナット
2本をはずし、ローゼットカバーをはずします。

※	はずしたローレットナットは取り付けの際に使用
しますのでなくさないでください。

2	 取付金具をはずします。
取付金具などの取り付けに使用する部品は、仮組みされた状態で梱包されています。	
取り付けの前にこれらの部品を取りはずします。

1	 ビニールタイをはずします。
ワイヤーを束ねているビニールタイ（2ヶ所）をはずします。

2c
m

原寸大ゲージ

2cmにする

　お願い　
●	ワイヤーを絡ませないよう、以降の取り扱い時は
十分ご注意ください。
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2	 天吊りワイヤー 3 本の長さを調整します。

	 お願い	
製品下端からテーブル面までの高さを 115cm以下にしないでください。火災の原因になるおそれがあります。
またその際、なるべく 115cmに近い高さとなるよう調整してください。製品の脱油、脱臭効率が悪くなるおそれがあります。

	 お願い	
重量に耐えうる場所に確実に取り付けてください。

11
5

24

(Ａ
) 

5

取付金具の長穴 2ヶ所に付属品の取付ねじ 2本をねじ込み、
しっかりと固定します。

1	 取付金具を天井に取り付けます。
※	配線器具の形状により、取り付けかたおよび使用するねじが異なります。

１）	 配線器具のハンガー部分に付属品の止めねじ 2本を半分ほど
ねじ込みます。

２）	 取り付けた止めねじに取付金具のだるま穴を通し、時計回り
に▲印の位置まで回します。

３）	 止めねじを増し締めして取付金具をしっかりと固定します。

１）	 テーブル面から製品下端までの高さが 115cm 以上となるワ
イヤーの長さを算出します。

	 天井からテーブル天面までの高さ（A）を測ります。
	 （A）から 144cm（B）* を引いた数値がワイヤーの長さとなり

ます。

	 *（B）＝ 115 ＋ 24 ＋ 5

	 例）（A）が 170cmの場合、ワイヤーのおおよその長さは
	 	 170 － 144 ＝ 26cmとなります。

２）	 天吊りワイヤー３本を、前記１）で求めた長さに調整します。
	 ワイヤーを伸ばすには、ワイヤー根元の突起を押しながらワ

イヤーを引っ張ります。
	 縮めるときはそのまま中に押し込んでください。

	 ワイヤー長さの微調整や本体の水平出し、および電源コード
の長さ調整などは、本体取り付け後におこないます（11 ペー
ジ手順 6）。

▪ハンガー（耳）がある場合…「止めねじ」を使います。
▪ハンガー（耳）がない場合…「取付ねじ」を使います。

取り付けかた

ワイヤーの長さ（例）
(A) ワイヤーの長さ
160cm 16cm
170cm 26cm
180cm 36cm
190cm 46cm
200cm 56cm

ローゼット 配線器具にハンガー（耳）がある場合

シーリング 配線器具にハンガー（耳）がない場合
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3	 本体を取り付けます。

回転禁止

●	 取り付け後は本体を回さないこと
	 配線やワイヤーが製品にからまり製品の
故障につながるおそれがあります

注 意

２）	 取付ベースのだるま穴に取付金具の 2本
のローレットねじを通して時計回りに止
まるまで回し、ローレットねじでしっか
りと固定します。

１）	 本体を支えながら取付ベースをしっかり
と持って取付金具の近くまで持ち上げ、
取付ベース内にある落下防止チェーンを
取付金具の引掛け穴に引っ掛けます。

※	力に自信のない方は、2 人で作業をお
こなってください。

5	 ローゼットカバーを取り付けます。
ローゼットカバーを取付ベースにかぶせ、「製品の準備」
手順 2 の 1）（9ページ）ではずしたローレットナット
2本で固定します。

4	 シーリングキャップを取り付けます。
配線金具にシーリングキャップをしっかりと接続し、
余ったコードを取付ベース内に収めます。

6	 ワイヤー、電源コードの長さを微調整します。
１）	 本体が水平になるようワイヤー長を微調整します。

※調整のしかたは 10 ページ手順 2の 2）をご覧ください。

２）	 電源コードをローゼットカバー内に押し込んで収めます。



12

8	 プレフィルターを取り付けます。
１）	 プレフィルターに、付属品の脱油フィルター（１枚）

を重ねます。

※	脱油フィルターは 4ヶ所のツメで固定します。

２）	 本体の刻印とプレフィルターのくぼみ部分が合う
ようにしてプレフィルターのツメを差し込み、時
計方向に回して固定します。

※	プレフィルターを軽く引くなどして、確実に取
り付けられたことを確認してください。

取付完了後、製品の下端からテーブル天面までの高さが
115cm 以上あることを確認してください。

１）	 付属品の脱臭フィルターと脱煙フィルターを取り
出し、側面のラベルにそれぞれ使用開始年月を記
載します。

※	鉛筆などで濃く書くことをおすすめします。

２）	 脱臭フィルターと脱煙フィルターを図の要領で重
ねます。

３）	 フィルターをややたわませながら、図の向きで本
体内に片側ずつ収納します。

※	取り付け後、フィルターが本体両側のツメ内に
確実に収まっていることを確認してください。

7	 脱臭フィルター・脱煙フィルターを取り付けます。

　お願い　
・	 各フィルターが本体にしっかり取り付いていることを確認してください。
	 （斜めに取り付いていたり、脱煙・脱臭フィルターの間にすきまができないように取り付けてください。）
・	 必ず脱臭フィルターが上側になり、かつ矢印が 2枚のフィルターとも上向きになるように本体にセットしてください。	
誤った取り付けは脱臭・脱煙性能が悪化し、寿命も短くなることがあります。

　お願い　
●	脱臭フィルター・脱煙フィルターは、重ねる順番や表裏、方向などを間違えないよう十分確認の上取り付けてください。
※	フィルター側面および本体内面にはそれぞれ識別シールが貼ってあります。

シェードが浮いている、ずれている場合は…
取付完了後、シェードが浮いていたり、ずれている場合は
図のように本体下部に軽く手を添えながら、シェードを
ゆっくりと回して本体にはめてください。
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使いかた
本製品の操作はすべてリモコンでおこないます。

2	 リモコンの操作スイッチ（右表参照）で、照明およびファ
ンの運転をおこないます。

※	ファンの始動時、反動により本製品がわずかに回転
することがありますが、使用上問題ありません。

3	 ご使用後はリモコンの OFF スイッチを押して、ファン
の運転を停止します。

4	 主電源を切るときは壁スイッチをオフにします。

※	ファンの運転中に壁スイッチをオフにすると、反動
により本製品が回転することがありますが、使用上
問題ありません。

※	リモコンでの消灯および運転停止のスタンバイ状態
では待機電力約 0.5Wを消費します。

1	 壁スイッチをオンにします。
照明が点灯します。

※	メモリー点灯機能により前回の光色（昼白色／電球
色）と明るさで点灯します。

　お願い　
●	調理機器をお使いになるときは、必ずファンを運転してくだ
さい。

●	本製品を操作する際は、必ずリモコンを本体の下面に向け、
機器から 1m以内で操作してください。

クーキレイは、卓上調理用の「脱煙機能付照明」です。	
卓上調理以外に使用した場合、フィルターに付着したにおいが感じられる場合があります。

LIGHT（照 明）
押すたびに点灯（メモリー点灯）・消灯します。

押すたびに明るさが暗くなります（5段階）。
（100％→ 80％→ 50％→ 30％→ 10％）
10％の状態で押すと「ピピッ」と音が鳴り、	
明るさは変化しません。

押すたびに明るさが明るくなります（5段階）。
（10％→ 30％→ 50％→ 80％→ 100％）
100％の状態で押すと「ピピッ」と音が鳴り、	
明るさは変化しません。

昼白色で点灯します。

電球色で点灯します。

FAN（ファンの運転（風量切り換え））

静かに運転したいときや煙の少ない調理時。

通常の調理のとき。

油や煙の多い調理のとき。

運転を停止します。（照明は消えません。）

■	リモコンのはたらき

［操作スイッチ］

壁スイッチで昼白色と電球色を切り替える
点灯状態から壁スイッチを素早く（約 2秒以内）	
オフ→オンすると光色を切り替えることができます。

※	 明るさは全灯（100％）となります。

メモリー点灯 消灯直前の調光・調色状態を記
憶し、その状態で点灯します。


